
その他　5億7,806万円

 高野たけしの活動報告


   ～住みやすいまちづくりに向けて～

政治資金の残り　49,554円高野


新聞
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収入・・・給与から                    50,000円


支出・・・ポスター印刷代         100,000円

無所属　５３歳

高野たけし
た　か　の

逗子市議会議員  （ ６期 ）


 ・議会運営委員会委員長


 ・総務常任委員会委員


 ・基地対策特別委員会委員

（令和7年12月～令和8年1月の内訳）   

　逗子市の令和8年度の当初予算総額は442億3,141万円

（一般会計257億6,000万円、特別会計147億5,480万円、

公営企業会計37億1,661万円）となっています。


　歳入では根幹をなす市税収入が堅調であり来年度も

3.5％の伸び率を想定しているものの、市債が拡大してい

ることを踏まえると、市債償還額の平準化が財政を安定

させるためには重要になってきます。


　歳出においては社会保障に充てられる扶助費の増加

が目立ちます。少子高齢化を背景に義務的経費に占め

る割合が5年前と比べると10.6ポイント増加していることか

らも、この上昇傾向をいかに抑制していくかがこれからの

課題と言えます。

一般会計予算


257億6,000万円

公債費


17億5,882万円

教育費


24億4,191万円

消防費


15億2,524万円

土木費


29億5,950万円

衛生費


24億7,559万円

総務費


31億7,641万円

民生費　108億4,447万円


【内訳】　社会福祉：48億3,326万円


　　　　　 児童福祉：48億7,584万円


　　　　　 生活保護：11億3,537万円

～ 令和8年度一般会計予算 ～

令和8年度の新たな取り組み

※その他は議会費・商工費


　 農林水産業費・予備費

＊子育て中のママ・パパをサポート!! 
　 保護者の就労要件を問わず、0歳6か月～満3歳未満までの


   お子さんが保育所等を毎月一定期間利用できる「こども誰で


   も通園支援制度」を4月からスタート。


＊保護者負担を０円に!! 
　 国からの交付金で不足する部分については市が負担するこ


　 とで、公立小学校給食の完全無償化を実現。


＊いざという時への備え!! 
   避難者に必要となる季節に応じた物資や要配慮者の特性に


   応じた備蓄品の拡充に取り組むとともに、支援物資の受け


   入れ拠点にもなる大型備蓄倉庫を整備。


＊権利擁護センターを新設し困りごとを解決!! 
   家族の支援を受けられない高齢者が直面する医療機関へ


   の入院や介護施設等の入所、亡くなった際の手続きなどを


   サポート。


＊健康寿命の延伸に向けた取り組みを強化!! 
   国民健康保険の被保険者が人間ドックを受診した際にかか


   る費用の一部を助成。


   生活習慣の改善や重症化予防など、必要に応じた保健指


   導体制を拡充。



T o p i c s

Tel / Fax：０４６-８７１-７３６８　　　E-mail：takano_zushi@yahoo.co.jp

あなたの声を高野たけしへ 高野たけしの活動 
ブログはこちらから

『施政方針及び予算提案』に対する代表質問の一部をご報告いたします。


◆ 自治体間広域連携で防災力を強化 
　今後発生が危惧される大規模な地震や津波災害、さらに近年激甚化・頻

発化する気象災害等への備えの一つとして求められている三浦半島４市1

町での防災に関する連携強化について確認したところ、市長からは各市町

のリスクアセスメント調査で明らかになった課題等の低減・解決に向けた対

応を進めるとともに、次世代の防災DXの共同研究や通信の応急対策強化

などにも取り組んでいくとの回答がありました。


　発災後には仮設住宅の整備、入浴施設の確保、災害ごみの処分など、日

常生活とは違った形での課題も出てきます。それぞれの自治体が強みを活

かし、互いに支え合える環境整備を進めていただきたいと思っています。


◆ AIを活用して業務を効率化 
　「逗子市DX推進ビジョン」に基づき、文章作成や知識・スキルを必要とする

業務にAIを活用していく方針が示されていることから、来年度以降の取り組

みについて質したところ、まずは今年度に導入した生成AIの優良な活用事

例・ユースケースの庁内共有を進めるとともに、研修を段階的に実施するこ

とで職員のスキル向上を図っていく。将来的にはRPA（パソコンで行う定型

的な事務作業をソフトウェアロボットが自動化する技術）の導入を含めAI技

術の可能性を探っていきたいとの答弁が市長よりありました。


　業務時間の短縮や人員配置の見直しにつながるよう、今後の展開を注視

していきたいと考えています。

　人件費や資機材・火薬価格の高騰により、花火

大会の開催費用も年々増加しています。こうした

中にあって、今回はふるさと納税を活用したガバ

メントクラウドファンディングを実施することで開催

費用の一部を賄う取り組みが始まっています。


　今年も夏の到来を告げる恒例の逗子海岸花火

大会が無事開催されることを願っています。


※開催予定日は5月21日・木曜日

　食料品等の物価高騰に対応するため、国から支給される重点支援地方交

付金を活用して、市内の店舗で利用できる「逗子くらし応援券」を配布するこ

とに。自治体によってこの交付金の活用方法は異なりますが、本市ではより

早く、より多くの額が市民全員に行き渡るとして商品券を選択したとのことで

す。

■ 7,200円分の商品券がお手元に

■ 逗子海岸花火大会の開催に向けて準備中

　取扱全店で利用できる共通券が5,000円分、

大型店舗等を除くお店で利用できる専用券が

2,200円分、総額7,200円分のカード式商品券が

令和8年4月下旬から各家庭に郵送で配布され

ることになっています。有効期限は令和8年9月

30日まで（予定）となりますのでご注意ください。

代 表 質 問


